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小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配付 

新学習指導要領における「学習評価」を考える ③「小学校高学年(５・６年)」Ⅲ １ 

 ●外国語における｢知識｣とは？ 

●小学校における学習評価について、今号は領域別に各観点の取扱を整理します。｢参考資料｣の第３編(暫

定版)がお手元にある場合は、以下を基に読み込んでいくと、評価に関するイメージが明確になってきます。 

 
●｢聞くこと｣の知識･技能及び思考･判断･表現 

学習指導要領の当該部分に記載さ

れていることを｢知識｣とします。 

学習指導要領の紙面上では、このように、目標の次に来る部分（ピンク

の「内容」と記している 赤枠の部分 ）になります。 

具体的には、この部分から始まる一連の「言語

材料」のことと言えます。 

 
●｢読むこと｣の知識･技能及び思考･判断･表現 

アイは技能 

アは技能 

イは思考･判断･表現 

※文部科学省からの情報提供のとおり、常にこのような区分けの評価になるわけではありません。 

※文部科学省からの情報提供のとおり、常にこのような区分けの評価になるわけではありません。 

※全て暫定情報です。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この目標は，英語で書かれた文，又はまとまりの

ある文章を参考にして，その中の一部の語，ある

いは一文を自分が表現したい内容のものに置き換

えて文や文章を書くことができるようにすること

を示している。「解説」より 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●｢話すこと［やり取り］｣ 及び 「話すこと［発表］」の知識・技能及び思考・判断・表現 

言語材料が提示された状況で評価 

 ●｢書くこと｣の知識･技能及び思考･判断･表現 

アのアルファ

ベットは技能 

アの書き写しとイ

は思考･判断･表現 

イの目標は，英語で書かれた文，又はまとまりのある文章を参考にして，その中の一部の語，

あるいは一文を自分が表現したい内容のものに置き換えて文や文章を書くことができるよ

うにすることを示している。「解説」より 

アの目標は，大文字及び小文字を正しく書き分けること，語順を意識しながら，語と語の区

切りに注意して，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことがで

きるようにすることを示している。「解説」より 

 ●外国語における｢主体的に学習に向かう態度｣とは？ 

●全体を通して、｢技能｣には｢実際のコミュニケーションにおいて｣という言葉が、｢思考･判断･表現｣には｢コ 

※文部科学省からの情報提供のとおり、常にこのような区分けの評価になるわけではありません。 

言語材料の提示がない状況で評価 

 

文字と文字を詰めて単語

を，語と語の間にスペース

をおいて語句や文を，書き

写したり書いたりしてい

る状況を評価します。 

－「話すこと［やり取り］」は，実際のコミュニケーシ

ョンにおいて，「知識」を活用して，日常生活に関する

身近で簡単な事柄についての自分の考えや気持ち，自分

や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄などについ

て，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合う技能を

身に付けている状況を評価する。 

－「話すこと［発表］」は，実際のコミュニケーションに

おいて，「知識」を活用して，日常生活に関する身近で簡

単な事柄や，自分のこと，身近で簡単な事柄についての

自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現

を用いて話す技能を身に付けている状況を評価する。

○｢知識･技能｣のポイント ・｢技能｣について 

｢話すこと［発表］｣は、話している状況を評価 

｢話すこと［やり取り］｣は、伝え合っている状況を評価 

ミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて｣という言葉があることにも留意したいものです。 

※全て暫定情報です。 


